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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 感 温 体 を 含 ん で な る 検 知 素 子 と 、
　 該 検 知 素 子 を 封 止 す る 樹 脂 モ ー ル ド と 、
　 前 記 検 知 素 子 及 び 水 性 の 被 測 定 液 体 の 間 で の 熱 伝 達 を 行 う 熱 伝 達 部 材 と 、 を 備 え た 熱 式
セ ン サ で あ っ て 、
　 前 記 熱 伝 達 部 材 の 一 部 は 前 記 樹 脂 モ ー ル ド か ら 露 出 し て 露 出 表 面 部 を 形 成 し て お り 、

こ と を 特 徴 と す る 熱 式 セ ン サ 。
【 請 求 項 ２ 】
　
　
　

　

【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】
　

【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 親 水 性 膜 は 酸 化 シ リ コ ン 膜 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 に 記
載 の 熱 式 セ ン サ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 熱 伝 達 部 材 の 露 出 表 面 部 の 周 囲 に 位 置 す る 前 記 樹 脂 モ ー ル ド の 表 面 部 分 に も 前 記 親
水 性 膜 が 付 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 の 何 れ か に 記 載 の 熱 式 セ ン サ 。

該
露 出 表 面 部 が 親 水 性 で あ る

感 温 体 を 含 ん で な る 検 出 素 子 と 、
該 検 出 素 子 を 封 止 す る 樹 脂 モ ー ル ド と 、
前 記 検 出 素 子 及 び 水 性 の 被 測 定 液 体 の 間 で の 熱 伝 達 を 行 う 熱 伝 達 部 材 と 、 を 備 え た 熱 式

セ ン サ で あ っ て 、
前 記 樹 脂 モ ー ル ド の 一 部 は 、 前 記 被 測 定 液 体 に 露 出 し て 露 出 表 面 部 を 形 成 し て お り 、 該

露 出 表 面 部 が 親 水 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 式 セ ン サ 。

前 記 親 水 性 と は 、 前 記 露 出 表 面 部 の 対 水 接 触 角 が ３ ５ ° 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、
請 求 項 １ か ら ２ の 何 れ か に 記 載 の 熱 式 セ ン サ 。

前 記 露 出 表 面 部 に は 、 親 水 性 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か に
記 載 の 熱 式 セ ン サ 。

請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か

請 求 項 １ か ら ５



【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 検 知 素 子 は 発 熱 体 を も 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 、 の 何 れ か に 記
載 の 熱 式 セ ン サ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 の 何 れ か に 記 載 の 熱 式 セ ン サ と 、 該 熱 式 セ ン サ の 出 力 に 基 づ き 前 記 被 測
定 液 体 の 特 性 値 を 算 出 す る 演 算 部 と を 含 ん で な る こ と を 特 徴 と す る 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 熱 式 セ ン サ の 周 囲 に 前 記 熱 伝 達 部 材 の 露 出 表 面 部 の 近 傍 を 通 る 前 記 被 測 定 液 体 の た
め の 流 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、 該 流 通 路 を 形 成 す る 部 材 の 前 記 熱 伝 達 部 材 の 露 出 表 面 部 に
面 す る 表 面 の 部 分 に も 親 水 性 膜 が 付 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 に 記 載 の 測 定
装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 被 測 定 液 体 は 尿 素 水 溶 液 で あ り 、 前 記 演 算 部 は 前 記 被 測 定 液 体 の 尿 素 濃 度 を 算 出 す
る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 の 何 れ か に 記 載 の 測 定 装 置 。
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請 求 項 １ か ら ６

請 求 項 １ か ら ７

請 求 項 ８

請 求 項 ８ か ら ９
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